
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月２日 

学校名   福井市清水中学校   

校長氏名   川上 治一    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①清水地区の自然環境、地域環境について学習します。  

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ゴミを減らし、ゴミの分別に努めます。越廼地区の環境，地球環境について学びます。 

 

２ 取組内容 

（１）省エネルギー・省資源  

   ・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消します。 

（２）ごみ減量・リサイクル  

   ・ゴミの分別を徹底します。 

（３）環境保全活動 

   ・地域の清掃活動、資源回収に参加します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

（２）では、資源は限られており、将来世代のために有用に使用しなければならないことを 

  理解し、互いに協力することを身につける。 

また（３）でも、地域の幅広い年代の人と接し、互いに協力する大切さや経験を身につける。 

 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  清水中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 清水地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ゴミを減らし、ゴミの分別に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・清掃活動を通して清水地区の環境を考えました。 

・校外学習で水道記念館に行き、水道の歴史、水資源の大切さに触れました。 

           

PTA・地域あげてのクリーン大作戦           水道記念館 

  

② 節電・節水の取り組み 

・手洗い場に節水、教室・廊下に節電のポスターを掲示し呼びかけました。 

       

 

③ 地域と連携しての資源回収リサイクル 

・地域の方たちと資源回収を行いました。 

・清水特別支援学校と交流し、プルタブ・空き缶の交換をしました。 

・各クラスに古紙ボックスを設置し、リサイクルに努めました。 

      
資源回収   プルタブ・空き缶の交換  古紙回収ボックスの設置と仕分け  

 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。）  

 ③の資源回収では、リサイクルのシステムを学ぶことによって、不用になったものを有効に使う方法を

知り、環境問題に対する意識を高める。また地域の幅広い年代の人と接し、互いに協力する力を身につ

ける。（協力・参加、相互性、連携性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 校外学習で水道記念館に行き、昔はポンプを使い一回ずつ水を組むやり方で、貴重な水資源を

大切にしていた様子を知ることができました。生徒の作文からは、水資源の大切さ、限られた

資源を有効に活用しようとする意識がうかがえます。 

② 節電を意識することで、特別教室等で授業を受けるため教室を空ける際に、電気を消し忘れる

クラスが減ってきています。 

③ 清水特別支援学校との資源交換により、廃棄物を資源として再利用をすることへの理解が生徒

に深まっています。そのため、委員会の呼びかけに対し、積極的に集めて持ってくることがで

きています。 

 

【改善点】 

・リサイクルの必要性や方法についての知識を深め、資源を大切にする意識を高めるため、生徒会

や委員会の生徒と話し合いながら、活動を進めていきたい。 


